















































































































































































































































































































































































































Yes. we can. 
馬場毅（東亜同文書院大学記念センター）：どう
も栗田先生、ありがとうございました。今日のご
報告の方、栗田先生も含めて壇上に上がっていた
だきまして、それでまずフロアからのご質問をい
ただいて、同時に最後に栗田先生の各報告者に対
するコメントに対してのお答えをいただきたいと
思います。どうぞ司壇上に上がってお座りください。
今日のご報告の順番にお座りいただきたいと思い
ます。最初に時間を申し上げます。一応先ほども
お話ししましたように最後に懇親会を予定してい
ますので、ここでの時間をどんなに遅くても 5 時
50分までにさせていただきます。したがって、最
初にフロアから各先生のご質問なりご意見をいた
だきたいと思います。それが出そろったところで、
先ほどの栗田先生のコメント、各報告者に対して
のコメントがあったかと思いますが、それをあわ
せて報告者の方に最後にお答えいただきたいと思
います。それではどなたに質問されるか、あるい
は意見を出されるかを述べられて。はい、ではリ
ー先生、お願いします。
リー（愛知大学）：愛知大学経済学部の lJ ーです。
レイノルズ先生に一つお尋ねします。ご存知のよ
うに東亜同文書院に関する歴史的な評価は、特に
アメリカではエドガー・スノーの意見がこれまで
支配的ではないかと。つまりスパイ学校という話
です。特に歴史的なことを考えますと、エドガー・
スノーほど中国に関する世界的なオピニオンリー
ダーはいませんので、だから彼の話はおそらく戦
前戦中、それから戦後のアメリカ、ひいては世界
に与えた影響が非常に大きいのではないかと思い
ます。そこで、レイノルズ先生はそれは違うのだ
という意見を今より 20年前に出されて、アメリカ
における東亜同文書院に対する評価はレイノルズ
先生が本を出された当時、そして今、要するにレ
イノルズ先生の話とエドガー・スノーの話とどっ
